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次世代インフラの構築による医療流通の変革

　スズケングループの強みである医療流通プラッ
トフォームを基盤に、従来の卸機能の強化と新た
な収益創出の両輪によって、新しい卸の姿への変
革を目指しています。
　営業面では、リアルなMSの活動に加え、リモー
トやデジタルを組み合わせたマルチチャネルに
よって、お得意さまとの接点をさらに高度化して
いきます。また、物流機能を強化するとともに、
仕入・在庫管理の精度と品質の向上に努め、温度
管理や在庫の全国一元管理を徹底することで、市
場全体の安定供給を支え、メーカーから選ばれる
機能へとさらなる磨きをかけていきます。
　新たな収益創出に向けては、デジタルサービス
の展開をいっそう進め、営業活動の効率化と事業
成長の実現を目指していきます。

取締役専務執行役員
ヘルスケア流通事業本部長

卸機能の強化と新たな収益の創出で
次世代の卸への進化を目指す

担当役員メッセージ

　リアル・リモート・デジタルのマルチチャネルにより顧
客接点を最大化・高度化し、「次世代卸」に向けた新しい営
業体制の構築を進めています。日々お得意さまと向き合
うMS(営業担当者)の活動を軸に、ロジスティクス、営業サ
ポート、メディカルコールセンターといったバックヤード
機能を一体的に整備し、従来以上に効率的できめ細かな顧
客対応を可能にします。
　営業面では、コラボポータルを起点に問い合わせ対応や
情報発信、発注・納品を支援するアプリケーションなどを
通じて、お得意さまとの新たな接点を生み出しています。
2026年5月には、約500名の有資格者を擁するEPファー
マラインのコールセンターとの連携を強化し、専門性の高
い人材による迅速で的確な対応を実現しています。

マルチチャネルによる顧客接点の高度化で 
次世代卸の営業体制を構築

田中 博文

　加えて、AIアバターが顧客ニーズに応じて情報提供を行
う「AI-MS」をコラボポータルに実装し、対話の質を高める
取り組みも進めています。また、当社のデジタルツールの
活用提案を行うDXアンバサダーや配送を担う物流担当者
も、お得意さまとの日常的な接点を担っており、多様な機
能の連携により、市場環境や顧客ニーズなどのエリア特性
に応じた最適な顧客接点を実現しています。
　こうした取り組みは、限られた人員体制のなかでもお得
意さまとの関係を一段と強化するとともに、MSが本来注力
すべき営業活動に充てる時間を創出し、生産性向上と持続
可能な営業モデルへの転換にもつながっています。
　これらの機能を掛け合わせ、独自のアプローチを確立し、
お得意さまから選ばれる営業体制を目指しています。

スズケン
グループ

既存の経営資源で
最大のパフォーマンス

を実現

メディカルコールセンター

営業サポート

・・・

との協業強化

医療機関・薬局
患者さま
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発注サポート納品予定

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？

医薬品卸売事業

医療総合DXプラットフォーム
「コラボポータル」

AIアバターが顧客ニーズに応じて
情報提供を行う「AI-MS」

関連する中計の要諦
1．次世代卸への進化

主なグループ会社：
㈱スズケン、㈱サンキ、
㈱アスティス、㈱翔薬、
㈱スズケン沖縄薬品、ナ
カノ薬品㈱、㈱スズケン
岩手、㈱エス・ディ・コラボ

中期経営計画
定量目標

320億円以上
２０２９年３月期　経常利益

２０２７年３月期
業績予想

317億円
経常利益

Chapter 04
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　スペシャリティ医薬品においては、「キュービックスシ
ステム」により、卸物流から医療機関に至るまでの在庫情報
を一元的に連携・可視化し、最適な在庫配置を実現してい
ます。がん拠点病院の6割以上、国立大学法人の8割超で導
入が進み、年間約70億円の廃棄ロス削減に貢献しました。
2026年10月には、院内での輸送経路までトレースできる

「キュービックスリンク」の提供を開始する予定で、GDPガ
イドラインに準拠したトータル・トレーサビリティのいっ
そうの高度化を進めています。また、「M-pos（エムポス）」
を活用し、医療現場で得られる情報の活用を進めています。
病院スタッフがコラボモバイルを通じて診療科や処方患者
情報などを入力することで、高精度な症例トレースを実現
し、医薬品の使用実態の把握や製薬企業への情報提供に役
立てています。

　当社グループでは、メーカー物流と卸物流を一体的に担う
独自の医療流通プラットフォームを基盤に、サプライチェー
ン機能の高度化を進めています。在庫情報の可視化と需給
調整機能の強化により、在庫の偏りや過剰在庫を抑え、医薬
品流通の効率化と社会全体のコスト低減につなげています。
　また、需要予測の精度向上や仕入れ拠点の最適配置にも取
り組み、より高度で効率的なサプライチェーンの構築を目指
しています。全国規模で在庫を一元的に管理する体制も、他
卸にはない当社グループの強みとなっています。こうした
流通機能の高度化を通じて、製薬企業から選ばれるパート
ナーとしての地位を確立し、適正な評価と対価の獲得につな
げていきます。これらの取り組みの積み重ねが、医薬品の安
定供給を持続的に支える体制構築に結び付いています。

コラボポータルの主な提供機能医薬品の流通在庫の可視化イメージ

　デジタル技術を軸に、新たな収益モデルの確立と生産性
向上を同時に実現する営業変革を進めています。これまで
コラボポータルやMCS、キュービックスといった各種デジ
タルサービスの普及に取り組み、コラボポータルの登録数
は約45万IDを超える規模に成長しました。
　また、2026年2月に当社グループに加わったmedimo
の普及を通じたお得意さまの業務効率化に貢献するだけ
でなく、これらのデジタルサービスで蓄積されるデータの
活用を通じた新たな収益モデルを生み出す土台にもなっ
ています。
　今後は、医薬品卸売事業が持つ機能とコラボポータルを
はじめとするデジタルサービスを掛け合わせ、新たなデー
タビジネスやサービスの展開を進めていきます。

サプライチェーンの高度化により 
医薬品の安定供給体制を支える

デジタルを軸とした営業変革で 
持続的な価値創出基盤を確立

各工程から情報が集まり流通在庫を可視化

キュービックス キュービックスDTM-pos

● 納品予定お知らせサービス
 納品予定アプリ
● 発注提案アプリ

輸配送
ターミナル
ネットワーク

製造受託拠点 メーカー
物流倉庫

卸物流
センター 卸支店 患者宅医療機関

保険薬局

VIXELLキュービックスリンク

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

医薬品卸売事業
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　スズケングループは、2023年に医療DX総合プラット
フォーム「コラボポータル」を開発し、普及を進めてきました。
現在では医療・介護従事者の登録数が約45万IDに達し、協業
企業のデジタルサービスや利用者の属性に応じた情報提供な
ど、多様な機能をワンストップで利用できる環境を整えてい
ます。コラボポータル上でのデジタル展示会の開催や、参画
メーカーの商品情報、患者さまや介護サービス利用者さまの
ケアに役立つ情報・資材の提供機能も拡充しました。
　こうした取り組みを通じて、メーカーと医療・介護従事
者をつなぐデジタルプラットフォームとしての役割を強化
するとともに、2025年6月には、独自の顧客基盤とデータ
を活用したマーケティング支援サービス「コラボリサーチ」
の提供を開始し、お得意さまやパートナー企業への新たな
価値提供を実現しています。

新たな価値提供の基盤となる 
「コラボポータル」の進化

生成AIの活用による 
医療現場変革と新ビジネスの創出

　2026年2月に医療機関向けAIソフトウェアの開発・提供
を行うヘルステック企業「medimo」を子会社化し、生成AIを
活用したサービス展開を加速しています。medimoは、患者
さまとの会話内容をもとにAIが約5秒でカルテや薬歴を自動
作成できることから、医師や医療事務の業務負荷軽減が期待
されています。すでに1,000施設を超える導入実績があり、
2028年度には1万施設への導入を目指し、本格的な展開を開
始しました。こうした取り組みは、医療従事者の働き方改革
や医療現場全体の生産性向上に寄与するとともに、当社グルー
プによる新たな価値提供の領域を拡大するものです。
　さらに、medimoを通じて得られる患者さまや医療従事者
の声や蓄積された知見を活用することで、グループ内におけ
る生成AI機能の内製化と合わせて、新たな情報ビジネスの創
出・展開の検討も進めています。

データとAIの活用による医療課題の解決と新たな価値創出

デジタルを活用したマーケティング支援イメージ

マーケティング
施策の企画、実施

マーケティング
施策の検証

最適な流通
モデル構築・展開

AIによる診療録作成支援サービス「medimo」

コラボポータルの新たなサブ機能「コラボリサーチ」

● �医療・介護従事者の声を調査目的に応じて、エリアや
職種、施設属性単位で直接収集・分析

● �リサーチ結果を踏まえた製品・サービスの浸透施策
の提案

市場調査サービス
の企画、実施

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

デジタルビジネス

常務執行役員
デジタルソリューション統轄
本部長

大黒 勇一郎

　医療現場では、業務負荷の増大や人手不足が深刻化
しており、業務の効率化を通じて現場を支えることへ
のニーズがいっそう高まっています。また、製薬企業
においても、治験・開発の高度化や、マーケティング
活動の高度化への対応が求められる状況にあります。
　こうした社会課題の解決に向けて、当社グループ
が長年にわたり築いてきた、お得意さまとの関係性
という「伝統資産」を基盤に、データや生成AIを活用し
た新たな価値創出に取り組んでいます。
　生成AIの活用により、医療従事者の業務効率化や
働き方改革への貢献を進めるとともに、データの利
活用とAIサービスの開発をいっそう加速させること
で、医療現場や製薬企業さまが抱える課題の解決に
資するサービスを生み出し、持続的な収益基盤の確
立を目指していきます。

顧客との伝統資産を核に
データとAIで価値を創出

担当役員メッセージ

関連する中計の要諦
1．次世代卸への進化

主なグループ会社：
㈱コラボスクエア、
㈱ medimo

▲11億円

中期経営計画
定量目標

30億円以上

２０２７年３月期
業績予想
経常利益 ２０２９年３月期　経常利益
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　コラボポータルを通じた医療・介護従事者との接点は、
現在の45万人規模から、2028年度までに100万人規模へ
の拡大を図ることで、日本の医療・介護を支える情報イン
フラ「医療・介護OS」としての確立を目指していきます。
　蓄積データの活用により、高度なマーケティング支援や
自治体と連携した予防・啓発活動を展開し、提供価値の拡
大につなげています。医療・介護従事者向けの業務支援の
高度化とともに、患者さまに新たな価値を届けるサービス
創出にも取り組んでいます。
　一方、MSがお得意さまとの関係の中で培ってきた信頼関
係は、次世代卸を支える重要な資産です。この強みを土台
に、課題解決機能の一部をデジタルで支援・強化すること
で高度な顧客対応を実現し、リアルな活動とデジタルを融
合させた両輪での価値創出を通じて、医療・介護現場と患
者さまへの貢献をいっそう高めていきます。

　医療・介護OSによる収益モデルの確立に向けては、各種
デジタルサービスに欠かせないユーザー認証機能の整備が
重要な鍵となります。しかし、信頼性の高い認証基盤をそ
れぞれ個別に構築・運用しようとすると、多大なコストと
時間を要するという課題があります。
　当社が提供する「コラボID」は、厚生労働大臣および経
済産業大臣の認可を受けた技術研究組合HAIPのセキュリ
ティ環境を組み込むことで、高い安全性と信頼性を備えた
基盤として整備を進めており、現在、特許を出願中です。
　認証・顧客管理基盤「コラボID」を活用することで、各種
デジタルサービスの普及を後押しするとともに、サービス
に関するリサーチ支援や、グループの情報基盤に蓄積され
たデータの利活用を通じて、新たな収益の創出につなげて
います。

　2026年5月には南江堂との協業を開始し、「コラボID」
を「メドシルAI」の顧客認証基盤として提供を始めるなど、
コラボポータルからシームレスに利用できる環境整備を進
めました。
　医療・介護OSの普及を加速させるためには、グループの
デジタル基盤の強化と統合が欠かせません。生成AI技術を
軸に、臨床判断支援やAI-MSといった新たなコミュニケー
ション機能の拡充を進めることで、企業と医療・介護従事
者との間、さらには従事者同士の間における非効率や負担
の解消にも取り組んでいきます。併せて、医療AIの社会実
装を推進するHAIPとの連携を通じて、セキュリティ対策の
高度化にも貢献しています。
　こうした取り組みにより、スズケングループならではの
価値ある情報資産を蓄積・拡張していきます。

ユーザー認証機能を整備し 
医療・介護OSの収益モデルを確立

データ駆動型の
経営支援機能業務効率化支援機能 地域医療連携支援機能

医療機関/薬局、医療従事者

3つの
サービスの
提供 現場ニーズの

把握

※3年後（2028年度まで）に100万IDへ

スズケングループ医療・介護OS
OS＝お得意さまの課題解決に必要な
医療機関・薬局の経営や運営を支える

オペレーティングシステム

（会員ID数45万　100万へ） 医療介護施設・医療従事者

機能利用料

OSを経由して
ユーザーへ
サービス提供

スズケングループ

医療・介護OS

医療・介護従事者の
本人認証基盤を有する

Xサービス

Yサービス

メドシルAI

SaaS企業（提携先）

厚生労働大臣・経済産業大臣認可
医療AIプラットフォーム技術研究組合「HAIP」の

セキュリティ環境に基づく

薬剤師

看護師

医師

医療介護施設

ビジネスモデル
① ID利用料
● コラボIDの認証機能等を基盤とした機能利用料収入

② デジタルサービス販売（EC等含む）
● 医療従事者向けデジタルサービスやヘルスケア商材       
  の提供 

③ 情報提供サービス
● 医療・介護OS等の蓄積データを活用した情報提供 
  サービス

スズケングループ「医療・介護OS」と提供サービスイメージ 認証基盤と収益モデル
※関連特許出願中

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

医療・介護現場の課題解決に貢献する 
情報インフラの構築

デジタルビジネス
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　再生医療等製品といった付加価値の高い領域についても、緊急
時の輸送や環境に配慮した輸送手段への対応を重ねてきました。
　2026年4月には、医薬品物流の強みを基盤に、複数のパート
ナー企業とともに、社会課題の解決を目指すヘルスケアロジス
ティクス事業を担う「コラボクリエイト」を立ち上げました。取
り扱う範囲は医薬品だけでなく、OTC医薬品や医療機器、診断
薬といったヘルスケア関連商材を中心に参画する各社の資産
や知見を組み合わせることで、これまで分散していた物流や
データを連携させ、新しい価値創出の実現を目指します。
　当社グループとパートナー各社が持つ機能やリソースを有
機的に結び付けることで提案の幅を広げ、「社会課題対応型
ヘルスケアロジスティクス事業体」としての姿を実現してい
きます。

全国一律の
品質管理体制の構築

全国輸配送網を活用した
“エリア最適”の物流サービス

メーカー物流センター
＜東日本エリア：6カ所＞
＜西日本エリア：5カ所＞

卸物流センター
10カ所

全国輸配送ネットワーク
緑ナンバー車両：約2,500台

全物流センターがISO認証取得完了
医薬品物流を担うエス・ディ・ロジが
2025年度日本品質奨励賞において
「TQM実践賞」を受賞

GDP初級スペシャリスト600名を配置
「品質マネジメント監査員」の
外部資格者173名を配置

国際基準であるPIC/S GDPに
準拠した高度な品質管理体制を
グループ全体で整備

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04 関連する中計の要諦
1．次世代卸への進化

主なグループ会社：
㈱コラボクリエイト、
㈱エス・ディ・ロジ、
中央運輸㈱

新会社「コラボクリエイト」の設立

コラボクリエイト

委託
（利益はスズケングループ会社および出資・提携企業へ）

機能を組み合わせ、パートナー企業と協業することで実現

医療機関/薬局 /ドラッグ等受託 受託

院内物流 ラストワンマイル輸出・輸入税関等 卸物流・エリア配送
共同配送

製造業・工場物流・物流倉庫
全国輸送ネットワーク

メーカー等

　2005年にメーカー物流受託を始めて以来、物流からマー
ケティングに至る一連の機能を担うことで、業界のバリュー
チェーン全体を下支えする体制を築いてきました。2026年3
月時点で、全国11カ所の拠点で47社のメーカー物流を引き受
けており、スペシャリティ医薬品の流通受託件数では国内首
位の実績を誇っています。倉庫事業ではエス・ディ・ロジ、輸
送は中央運輸がそれぞれ中心となり、GDPガイドラインを満
たす全国規模の物流ネットワークを整備し、グループ全体で
品質の確保と安定供給の両立を図ってきました。
　こうした体制のもとでBCP対応の強化を進め、空路・海路・
鉄路を組み合わせた輸送手段の確保など、平常時はもとより
緊急時においても、安定した高品質のサービスが提供できる
体制を構築しています。

　コラボクリエイトの活動を通して、卸物流機能に加え、
グループ外の企業からの物流受託が可能な体制づくりを進
めています。その実現のためには物流機能のさらなる高度
化・効率化が欠かせません。
　具体的には、物流子会社のエス・ディ・ロジを中核に据え、
全国の拠点網を8つのブロックへと再編することで、それ
ぞれの地域ニーズに合わせた、柔軟で無駄のない物流の形
を構築していきます。品質面では、全国一律の品質管理体
制を構築することで、高品質な物流ネットワークを全国に
広げていきます。
　また、安心・安全な医薬品流通の象徴として、ブランドカラー
である青色を施した配送車両を全国に広げることも検討して
おり、コーポレートブランドの認知をさらに高めていきます。

パートナー企業との共創により進化する 
ヘルスケアロジスティクス

物流ネットワークを再構築し、 
全国で高品質な物流管理体制を実現

共創による次世代ヘルスケアロジスティクス体制を構築

ロジスティクス
16億円

中期経営計画
定量目標

20億円以上

２０２７年３月期
業績予想
経常利益 ２０２９年３月期　経常利益
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を、初期投資を必要とせずワンストップで支援する協業モ
デル「J-ENTRY Consortium」を構築しました。日本に拠点
を持たない海外のライセンサー企業に対しても、開発から
製造、販売、物流に至るまでを一気通貫で支援できる体制を
整えることで、日本市場におけるドラッグロスという社会課
題の解消に貢献するとともに、患者さまの治療選択肢の拡大
や、日本への医薬品アクセスの改善にもつなげています。現
在は、厚生労働省が実施する未承認薬・適応外薬の開発公募
への参画など、具体的な取り組みを進めています。
　さらに、製造受託(CDMO)機能の強化にも取り組み、武
州製薬との連携を一段と深めるとともに、新たに東和薬品
との間でも製造受託に関する協業を開始しました。
　この取り組みにより、三和化学研究所　熊本工場におけ

　医薬品製造を担う三和化学研究所では、これまで製薬企
業として培ってきた開発・事業化に関する知見を生かし、
患者さまにとって満たされていない医療ニーズ、いわゆる
アンメット・メディカルニーズの解決に取り組んでいま
す。先端巨大症および神経内分泌腫瘍を対象とする治療薬

「Paltusotine」(開発コード:SK-5307)については、第Ⅱ/Ⅲ
相試験を完了し、2026年4月15日に製造販売承認申請をし
ました。
　また、日産化学との核酸創薬における戦略的提携をはじめ、大
学との共同研究にも取り組んでおり、こうした産学連携を通じて、
革新的な医薬品の創出に向けた取り組みを加速させています。
　2024年5月には、武州製薬およびEPSホールディングス
との協業を開始し、国内未承認薬の日本市場への参入や上市

る製造ラインの増設を含む生産基盤の強化を進めるととも
に、東和薬品からの受託製造を拡大し、製造工程の平準化
と効率化を実現します。
　また、これまでメーカー物流受託の分野で蓄積してきた実
績を生かし、製造機能と物流機能を一体的に運用すること
で、後発医薬品を含めた医薬品の安定供給体制を強化すると
ともに、サプライチェーン全体の最適化へ貢献していきま
す。製造と物流という二つの機能を併せ持つ強みを生かす
ことで、他にはないサービスの提供にもつなげていきます。
　これらの取り組みを積み重ねることで、三和化学研究所
が持つ経営資源と、スズケングループ全体の機能を有機的
に組み合わせ、ドラッグロスの解消と医薬品の安定供給と
いう、社会が抱える課題の解決に貢献していきます。

研究開発と製造受託の両輪で 
医薬品アクセス課題の解決に貢献

研究開発 製造 販売申請

１．自社医薬品の上市

２．協業によるワンストップサービス拡大

3．CDMO（医薬品の製造受託）機能の拡充

三和化学研究所の製品の開発～販売

海外上市品を国内で開発～販売
（選任製造販売業者：三和化学研究所、販売名：海外ライセンサー企業）

他社製品の製造受託

三和化学研究所　熊本工場

ヘルスケア製品開発の3つのビジネスモデル

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

社会課題解決に向けた医薬品開発・供給基盤の強化

ヘルスケア製品開発

主なグループ会社：
㈱三和化学研究所、
ケンツメディコ㈱​

6億円

関連する中計の要諦
2.事業ポートフォリオ
	 の再設計

中期経営計画
定量目標

20億円以上

２０２７年３月期
業績予想
経常利益 ２０２９年３月期　経常利益
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低栄養判定支援システム

　全国でおよそ500の保険薬局と介護事業を展開する当社グ
ループは、事業運営において見えてきた課題に向き合い、地
域医療・介護を支える新たな機能づくりを進めています。
　その取り組みの一つとして、物流機能と薬局機能を融合し
た地域の薬局を支援する基盤の構築を進めています。人材不
足や業務負荷の増大など、地域薬局が抱える課題に対し、こ
れまでの知見とグループの物流・流通機能を組み合わせ、医
薬品の安定供給や在庫管理の効率化を支援することで、薬局
が本来の役割を十分に発揮できる環境づくりにつなげていき
ます。
　また、疾患特化型薬局やスペシャリティ医薬品への対応強
化にも取り組み、無菌調剤設備の整備や専門薬剤師の育成を
進め、高度化する医療ニーズに応える体制づくりを推進して
います。

薬局と介護の連携深化で 
地域医療・介護の持続性を支える

　さらに、薬局版キュービックスやAI在庫管理システム
「Musubi」の活用により、需給の見える化や在庫管理の高度化
を進め、自社薬局だけでなく、地域の薬剤師がより専門性を
発揮できる環境づくりにも貢献していきます。
　介護分野においては、介護現場で見出した課題を、薬局や
医療機関との連携、疾患予防などの取り組みにつなげること
で、利用者さまのQOL向上と地域医療・介護への貢献を目指
しています。
　また、低栄養判定支援システム「Linéa」を開発し、低栄養診断
の国際基準であるGLIM基準の普及と実践を支援するソリュー
ションを提供しています。医療現場における栄養管理に加え、
薬局や介護現場での健康増進支援にも活用を広げていきます。
　今後も、培った知見を地域へ展開し、住み慣れた地域で安心
して暮らし続けられる社会の実現に貢献していきます。

スペシャリティ医薬品特化型調剤

AI在庫管理システム「Musubi」 薬局版キュービックス

薬局・介護事業の現場力を生かし、持続可能な地域医療・介護に貢献

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

地域医療介護支援

取締役上席執行役員
医療・介護支援事業本部長

髙橋 智恵

　生活者100万人、医療・介護従事者4,000人規模にお
よぶ薬局・介護施設等のリアルな接点を基盤に、地域
医療・介護が抱える課題の解決に取り組んでいます。
　薬局事業では、薬剤師が担う対人業務の価値向上を
軸に、専門性・効率性・地域支援を兼ね備えた新たな基
盤づくりを進めるとともに、生活者との接点強化にも
取り組み、「地域の健康創造ステーション」を目指して
います。介護事業では、ワクチン接種啓発や疾患啓発
といったメーカー機能の代行を通じて、新たな市場を
創出していきます。
　現場から生まれる知見や成果をグループ全体で仕組
み化し、地域の皆さまの声を起点に機能やサービスを
創出することで、グループ価値の向上と地域医療・介
護の持続的な成長に貢献します。

現場起点の価値を仕組み化し、地域
医療・介護を支える新たな機能へ

担当役員メッセージ

主なグループ会社：
㈱ユニスマイル、
サンキ・ウエルビィ㈱、
㈱エスケアメイト、
㈱メディケアコラボ

関連する中計の要諦
2.事業ポートフォリオ
	 の再設計 12億円

中期経営計画
定量目標

20億円以上

２０２７年３月期
業績予想
経常利益 ２０２９年３月期　経常利益
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　今後、中国においては、中長期的な視点に立って市場の
動向を見極めながら、着実な成長を進めていきます。韓国
においては、ポクサンナイスおよびドンウォン薬品グルー
プとの協業をよりいっそう深めることで、事業を展開する
エリアの拡大と、現地の流通プラットフォームの高度化を
進めていきます。こうした取り組みを積み重ねることによ
り、配送の効率化や取り扱う情報の量と質の向上、そして
在庫の最適化を実現し、医薬品流通全体の価値を高めます。
　これらのパートナー企業の着実な成長を通じて、スズケ
ングループ全体の連結業績への安定的な貢献につなげてい
きます。海外事業は、国内で培ってきた強みをグローバル
に広げていくうえでも、重要な役割を担っています。

　スズケングループは、1974年に日本の医薬品卸として
初めてシンガポールに進出して以来、半世紀にわたり海外
での事業展開を重ねてきました。
　中国では2008年に上海で合弁会社を立ち上げ、医薬品
卸売事業を進めています。2016年にはEPS益新と資本業
務提携を締結し、両社が保有する研究・治験・製造・販売・
流通などの機能を活用し、顧客が必要とするサービスをワ
ンストップで提供しています。
　韓国では、2016年にポクサンナイス、2025年にはドン
ウォン薬品グループとそれぞれ資本業務提携を結び、現地
有力企業とのパートナーシップを土台に、現地の医薬品卸
売事業の拡大を図ってきました。

全羅南道

慶尚南道

済州道

釡山

蔚山

ソウル

京畿道

江原道

慶尚北道

忠清北道

全羅北道
大邱

チョンアン・アサン

忠清南道
大田

全羅南道

慶尚南道

済州道

釡山

蔚山

ソウル

京畿道

江原道

慶尚北道

忠清北道

全羅北道
大邱

チョンアン・アサン

忠清南道
大田

配送効率の向上 メーカー交渉力の強化 情報の量/質の向上 最適在庫の実現

 展開エリアの拡大
 共同物流
 新規事業探索
 機能統合
 資本関係の強化

ドンウォン薬品グループ

連携強化

アジアのパートナーとの共創で 
海外での事業基盤を強化

　当社グループは複数の国内企業と資本業務提携を結び、持分
法適用会社として関係を深めています。調剤薬局の経営を担う
持株会社であるファーマライズホールディングスとは、2023
年11月に資本業務提携を締結し、薬局事業の質の向上や基盤
強化、ヘルスケア拠点としての新たな薬局価値の創造などに向
けて協業を進めています。
　また、医薬品・医療機器・ヘルスケア領域に特化したコンタ
クトセンターやBPOサービスを展開するEPファーマラインと
提携し、約500名の有資格者による専門性の高い遠隔対応を生
かし、医療機関への対応力強化にもつなげています。これらの
パートナー企業との連携を通じて、グループ全体の機能拡充と
収益基盤の強化を図っていきます。

主なパートナー企業との持分法適用に　　　　
よる関係強化

具体的にどのような事業戦略を遂行するのか？Chapter 04

パートナーとの共創によりアジア地域での医薬品流通ネットワークを拡大

2025年5月ドンウォン薬品グループと協業を開始​

その他関連・持分法適用会社

主なグループ会社：
㈱ライフサポート

1億円

関連する中計の要諦
2.事業ポートフォリオ
	 の再設計

韓国パートナー企業との協業によって事業展開エリアを拡大

※持分法投資利益含む

中期経営計画
定量目標

10億円以上

２０２７年３月期
業績予想
経常利益

２０２９年３月期　経常利益




